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CEOのご挨拶

取引先の皆様

私がCEOに就任しましてから最初の
Netshapeをお届けできますことを
大変うれしく思います。

2015年という年は私たちにとりまし
て、2015年1月15日の金融ショックから始まりました。スイス国
立銀行がスイスフランの対ユーロ最低為替レートの撤廃を発表し
たことが原因でした。我が国の通貨は急激に高騰し、今日まで厳
しい状況が続いていますが、まだ今後も影響が残ることは確実で
す。このような状況には特別な措置が必要ですが、私たちはすで
に対策を開始しており、来年もこれを推し進めてまいります。

本号でも次のような興味深い報告を紹介できますことを嬉しく思
います。例えば、世界で活躍するフランスの会社、Setforgeは
2014年に周辺装置を完全に統合した新しいAMP 50を導入しま
した。2015年、Hatebur Umformmaschinen AGは 85周年
を祝います。振り返ってみれば、1930年から今日まで刺激的な時
代を歩んできました。«Industrie 4.0への最初の一歩»の記事
では、今日から未来への橋を架けたいと思います。そして最後に
なりましたが、私たちのもっとも新しい子会社、上海のHatebur 
Metalforming Technologyをご紹介したいと思います。現場で
の力の結集と熱心な活動により、金型の新しい製造体制を極めて
短期間で整えました。私たちはこの最新設備を導入した企業を誇
りに思います。製作される金型はスイスの品質標準とプロセスに
従い、完全に自社生産となります。ローカルのコスト構造を私たち、
そして皆様の利益になるように存分に活用したいと思っています。
最初のステップとして中国のローカルのお客様と取引きを行いま
す。その他の展開につきましては、いずれしかるべきときにご報
告させていただきます。

それでは、皆様がこの新しい情報誌を楽しくお読みになり、素晴ら
しい休日を過ごされ、幸多き新年を迎えられますよう、お祈り申し
上げます。

トーマス・クリストフェル
CEO
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アルゼンチンの新しい代理店 ━ MOLINARI S.A.

アルゼンチンでMolinari S.A.会社がHatebur社の冷間および熱間フォーマーの代理店を引き受けました。
私たちは、モリナーリおよびパパンドレアの両氏と共に優秀な専門スタッフが南米市場での私たちのビジネ
スを担当することを嬉しく思いますし、彼らがお客様やHateburに関心をお持ちの方々に、希望されるサー
ビスを確実に提供することを確信しています。会社へのお問い合わせ：

Molinari S.A., Mendoza 4846, C1431CIH Buenos Aires, Argentinien
Tel. +54 11 4521 2001 Ext. 226、Fax +54 11 4522 7105、spapandrea@molinari.com.ar

壁掛けカレンダー ━ スイスの新しい風景

スイスの素晴らしさを感じていただければと考え、新しい年のカレンダーを壁掛
けタイプでご用意いたしました。春を迎える行事（チャランダマルツ）、牛追いの
祭り、ゴッタルド峠を越える駅馬車とともに一年をお過ごしいただければ幸いで
す。カレンダーとしてでなくとも、十分お楽しみいただけるものと思います。ご利
用の代理店、もしくは私どもから郵送でお届けいたします。ご用命、お問合せを
お待ち申し上げます。

休日をゆっくりと過ごされ、胸躍る新年を迎えられますように ━  
幸多き2016年であるようお祈りいたします

皆様が年末年始の休日をゆっくりと心静かに過ごされ、2016年もさまざまなプ
ロジェクトでご活躍されることを願っております。皆様の幸福と新しい年への素晴
らしいスタートをお祈りいたします。
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Setforge

Farinia Groupの設立はいつですか、またグルー
プはどのような構成になっているのですか？

ティエリー・チャゾット（Setforge社のCOO）：
2002年に設立したFarinia Groupは、さまざまな
技術を導入して高品質コンポーネントを製造するた
めの素材加工と金属成形を専門とする産業グルー
プです。このグループは約15年前から、ごく一部を
挙げるとすれば自動車産業、航空宇宙産業、エネル
ギー技術、防衛技術、公共事業、処理装置技術のお
客様に革新的なコンポーネントを提供しています。

Farinia Groupの基幹事業は4つの主要活動から成
り立っています。鍛造（Setforge）、鋳造（FMGC）、
積層造形（Spartacus3D）、切削加工です。

フランスの9つの企業とインドの1つの合弁企業と
いう、さまざまな製造技術の専門集団を構成メン
バーとするSetforgeは、鍛造コンポーネントの世
界で指折りのサプライヤーとしてフランスの鍛造業
をリードしています。Setforgeのポートフォリオに
は冷間鍛造、熱間鍛造、温間鍛造、そして幅広い仕
上げ作業が含まれます。

グループを、ヨーロッパの鋳鉄製カウンターウエイ
トの製造における牽引役する製造業者の地位へ押
し上げているのがFMGCです。その鋳造所は高品
質のカウンターウエイトとバラストソリューションに
おいて、より数多くの分野に対応しながら取引きを
行っています。有能で経験豊かな従業員の力に支え
られ、FMGCは再生可能な海洋エネルギーの分野
に新しい市場を開拓しました。潮力発電所の重力鋳
造基礎用の鋳鉄バラスト、そして海底ケーブル用の
バラスト機能を内蔵した保護スリーブという、これま
でにはなかった2つの製品を発表したのです。

さらにグループのさまざまな製造ユニットでは、複
数の切削加工工場が稼働しています。

Farinia Groupは新規事業の出資と発展のための
方策として、Spartacus3Dと呼ぶ方策を実践して
います。その活動の中で、Fariniaのために、重要な
新しい活動を行い、積層造形を開始するための道を
整えようとしているのです。対応するのはまだ若い
市場ですが、Spartacus3Dは着実に成果を残して
おり、AEQUSもその将来に注目しています。航空・
宇宙産業のサプライチェーンにおけるこのグローバ
ルな組織は積層造形企業への少数株主持ち分を取
得しています。

AMP 50 XL、クラス最高のマシン ━  
部品生産量、年間1600万個という目標を掲げて

 マークアラン･マイヤー    Setforge

これまでに累計2億個の部品を製造した先代マシンに代えて、2014年に新しいAMP 50 XLを導入しました。Setforgeと
Hateburの協力関係は1983年のHatebur Hotmatic AMP 50の購入から始まっていますが、Hateburの技術力と信頼性の
高いマシンを基盤として2016年の部品製造数1600万個を達成することがSetforge社の目標です。

«バー材保管から梱包および完成部品倉庫まで、 
完全に統合された生産ライン。»

ティエリー・チャゾット、COO
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バーラックと加熱装置を含む鍛造ラインの先頭部からの眺め（マシン設置時に撮影）。

Farinia Groupの従業員は世界全体で何人くらい
ですか？

TC：およそ1,250人です。

Fariniaの年間の売上げはどれくらいですか？

TC：2013/2014年でFariniaは26億2400万ユー
ロの売上げを上げました。

Setforgeはどのような活動を行っていますか？

TC：研究・開発（R&D）を担当する部門、Setforge
エンジニアリングの活動を挙げることができると 
思います。経験豊かなエンジニアチームが新しい鍛
造技術を開発し、革新的なソリューションの導入を

サポートします。Setforgeのエンジニアリングは妥
協することなく技術の進歩に専念してきました。

Fariniaの製品はどの国のどのような市場に供給さ
れているのでしょうか？

TC：供給先は、ヨーロッパ（85%）をはじめとして、
アジア、北米および南米です。市場としては、自動
車、航空・宇宙、農業、オフハイウェイ、マテリアル
ハンドリング、トラック、再生可能エネルギー、オイル、
ガス、鉄道技術、防衛技術、造船などがあります。
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広いオペレータープラットフォーム（マシン設置時に撮影）。

Fariniaの主要顧客はどの企業ですか？

TC：ヨーロッパでは分野を問わず、比較的規模の
大きな企業はすべてがFariniaのお客様だと言え
ます。

Setforgeの熱間フォーマーの製造拠点はどこで
すか？

TC：パリから東に約3時間離れたアゴンダンジュ
です。

アゴンダンジュに拠点が築かれたのはいつですか？

TC：鍛造活動のすべてを1つの拠点に集中させよ
うとしたRSA政策の結果としてアゴンダンジュが設
けられたのですが、1952年のことでした。

Setforge Hotformersが Farinia Groupに統
合されたのはいつですか？

TC：2011年です。Bpifrance（FMEA）の支援により、
Setforge（Farinia Group）が Safe Automotive
会社（アゴンダンジュ）を引き継ぎ、その構造を2つ
の技術志向の部門に分けました。それがSetforge 
Hot Formers（熱間フォーマーに特化）とSetforge 
Near Net（冷間および熱間フォーマー）です。

Setforge Hot Formersには何台のマシンが設置
されていますか？

TC：横型の鍛造熱間フォーマーが4台とリング圧
延機が1台です。直径40 mmから220 mmのサ
イズに対応しています。

Setforge Hot FormersはHateburのマシン
をいつ導入し始めましたか？最初のマシンは何でし
たか？

TC：最初に導入したマシンは1983年のAMP 50
でした。

最新マシン、AMP 50 XLはいつ設置したのですか？
その鍛造ラインはどのように構成されていますか？

TC：マシンは2013年に使用許可され、2014年に
生産を開始しました。鍛造ラインはバー材保管から
梱包および完成部品倉庫まで、完全に統合された
生産ラインです。

この新しいHateburマシンを購入した理由は何で
すか？

TC：2億個以上の部品を製造した古いマシンを交
換するためです。

このプロジェクトで一番苦労されたのはどんな点でし
たか？

TC：プロジェクトのリードタイムがタイトだったこと
が1つ。そして、製造プロセスをステップに分けて生
産ラインに組み込むのが最大の難関でした。

Setforgeにとって、Hateburマシンを使うメリット
は何でしょう？

TC：Hateburは技術力と信頼性の高さに定評があ
ります。そしてさらに、このクラストップのマシンの
運用開始に際してHateburの設計部門が素晴らし
いサービスとサポートを提供してくれることも頼りに
なりました。

製品についてお聞きします。このマシンでどんな種類
の部品を製造していますか？

TC：ギヤホイール、精密ギヤホイール、自動車ト
ランスミッション、アクスル非対称の部品、特殊コン
ポーネントです。

Hateburマシンでの製造シフトは、週当たりいくつ
ですか？ 月当たりの製造部品数はいくつですか？

TC：3シフトで、週5日の稼働です。現在、週当た
り35万から40万個の部品を製造しています。
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広いオペレータープラットフォーム（マシン設置時に撮影）。
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Hateburマシンでの製造シフトは、週当たりいくつ
ですか？ 月当たりの製造部品数はいくつですか？

TC：3シフトで、週5日の稼働です。現在、週当た
り35万から40万個の部品を製造しています。

鍛造ラインの終端部からの眺め

防音キャビンの前に立つプロジェクトチーム

2016年はHatebur AMP 50 XLでどれくらいの
製造を見込んでいますか？

TC：2016年の目標は、1600万個の部品製造を達
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このマシンでの新製品開発はどのように進めていま
すか？ 組織構成はどうなっていますか？
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ウェアと技術的な開発ツールを用いて新しい製品
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Setforge Hot Formersと横型熱間フォーマーの
未来をどう見ていますか？

TC：Setforge Hot Formersはその活動と顧客
ポートフォリオを拡張します。その際、技術的に要
求の厳しい、高品質の車両部品がますます重要視さ
れます。このビジネスは自動車産業向けの大量生産
部品に関係しているので、横型熱間フォーマーがソ
リューションとなることは間違いありません。複雑な
形状のコンポーネントを鍛造するためには、作業工
程を増やして、これらのマシンの能力と精度をさら
に高める必要があります。
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Hateburは今年創立85周年を祝いますが、この
会社がまだいかに若いかということに多くの人たち
が驚かれることでしょう。というのも横型冷間・熱間
フォーマーに関する技術の高さゆえ、このスイスの
会社はもうかなり古くから近代の鍛造技術を担って
きたかのように感じられるからです。そして実際、会
社創設者の一部革新的な発明は機械による大規模
な成形技術を最初から伴っていたばかりでなく、そ
れに対して重要な影響を及ぼしてきました。またそ
こには、イノベーションが必ずしも大がかりなマー
ケティングキャンペーンや巧みなパッケージングを
伴って導入される必要がないことも示されていま
す。例えば、成形荷重1200トンというパワフル熱間
フォーマー（AMP 70）のひとつは、50年にわたり、
トランスミッションギヤホイールを製造するお客様
のもとで、何の問題を起こすこともなく稼働し続けて

います。外見は古びて見えたとしても、その外観の
下には革新的な先端技術が脈打っている ー 表舞台
を賑わす華々しさはないとしても、堅実な能力を発
揮し続けるのがHateburの本質 ー そんな真の王
者にふさわしい例は推挙にいとまがありません。

36歳のフリッツ・ベルンハルト・ハテバーが1930年 
4月、ドイツのノイスで独立して事業を始めたとき、
それが後にテクノロジーと世界市場をリードするこ
とになろうとはまだ予想できませんでした。とは言
え、最初から方向性は明確に定まっていました。会
社創設者はチップレスで大量成形を行うマシンお
よび方式の設計と開発に取り組みます。ドイツとオ
ランダのさまざまな機械・ネジ産業の会社で培った
研究知識と長い実践経験をもとに、エンジニアは最
初の自動リボルバー式熱間フォーマーを開発します。

マシンも会社も長続き ━ 創立85周年を迎えるHATEBUR

 ユルゲン・フュルスト    Hatebur

HATEBURは世界でもっとも優れた横型冷間・熱間フォーマーの製造メーカーのひとつです。1930年に画期的なレボルバー式
熱間フォーマーの開発でスタートした会社が、今日、世界中の数多くの成形部品メーカーのビジネスパートナーとなるまでに発展
してきました。Hateburの名のもとに、3世代にわたってきたファミリー企業であることがそれを明確に表しています。

ライナッハのHatebur本社、 

当時は管理棟なし
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これにより、自動供給される長尺のスチール製バー
材から1時間あたり6000個のM20ナットを製造す
ることができました。この大きな進歩は作業員の仕
事を楽にし、疲れ切った、厳しい日常から彼らを解
放します。というのも作業員たちはこれまでバー材
を手で機械に供給しなければならなかったからです。
この革新的な開発に対し、フリッツ・B・ハテバーは
最初の特許を取得します。

第二次世界大戦前のドイツでの不穏な時期に、フ
リッツ・B・ハテバーは家族とともにバーゼルに移り
住み、会社もそこに移転します。しかしこれは彼の
活動意欲をくじけさせるどころか、逆に彼を勢いづ
けます。こうしてこの発明の才に恵まれたエンジニ
アは予備成形プレス機PKE 10と半自動仕上げ成
形プレス機PKZ 1を用いて新しい冷間成形方式を
開発し、早くも成功を収めます。9つのテクノロジー
を携えてすでにスイス国境を越え、今日でも非常に
重要とされる全世界を見据えた方向性が早くもこの
時点で展開されます。こうして2基のナット製造用自
動冷間型打ち機がスウェーデンに輸出されます。さ
らにドイツ、フランス、ポーランド、ユーゴスラビ
ア、エジプトでも顧客を獲得します。ベルギーとフ
ランスへは、同じく自社開発のボルトM 10および
M 16用の半自動トリミングマシンを2基ずつ供給
します。しかしマシンだけでなく、テクノロジー自体
にも関心を寄せる国々が現れます。しかもフリッツ・
B・ハテバーはケマル・アタチュルクから個人的にト
ルコを巡る8週間の講演旅行に招待されます。

戦争の真っ最中でありましたが、それもこの発明精
神の持ち主を引き留めることはできません。もっと
も、国境が閉ざされている状況では誰もHatebur
成形フォーマーを必要としません。その間フリッツ・
B・ハテバーは新タイプの自転車ペダルを発明し、
自動車用のウッドキャブレターを開発し、芯なし研
削マシンを設計し、さらには自身の熱間・冷間フォー
マーに改良を加えます。

家族が戦争後にスイスに帰化すると、やがて成形
フォーマーの市場も再び動き出します。戦後時期の急
成長をHateburは一連の革新的な開発により支えます。

1950年に世界で最初のM20～M30ナット用の
金型横配列の全自動三段式クロストランスファープ
レス機、1951年には切りくずを出さない、多段プ
レスによる六角ボルト製造の特許、1954にM6～
M10ネジ用の4段式クロストランスファープレス
機BKA 2、そしてその1年後に4段式ボルト用ク
ロストランスファープレス機BKA 16を開発します。 

ほぼ1年のペースで技術的な新しい開発が生まれ
ますが、すべてに1つの共通点が見られます。つま
りHateburはマシンやシステムのアイデアの創出、
開発、設計、ブランドマネージメントに取り組みます。
そして製造はハテバーではなく、パートナー会社に
より行われます。

1960年12月、ドイツの 

Neumayer社がHateburから

Hotmatic AMP 30を受け取ります。

成形荷重1200トンのAMP 70がドイツの

FAG社に納入されます。大型機械の搬送は 

事前に詳細な計画を立てる必要があります。
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1956年は会社の発展の中にマイルストーンが打ち
立てられた年です。ドイツのあるローラーベアリング
工場で8週間にわたり果敢に試行を重ねた後、この
スイスの一ファミリー企業の従業員が、従来はナット
製造にしか使用されなかった熱間フォーマーをボー
ルベアリングの製造に適合化することに成功します。
ついに第1号機となるボールベアリング製造用の熱
間フォーマー AMP 30が運転を開始すると、これが
世界規模で続いていく実績の始まりとなりました。そ
の後数年のうちに、世界中のほぼ至るところで軸受
レースの製造用としてHatebur熱間フォーマーが設
置されます。そしてこの年にはさらに重要な変化が 

起こります。1956年、Hateburはお客様用のシス
テマチックな金型開発を開始します。そのために試
作金型を自社で製作する独自の金型製作所が設立
されました。

イノベーションの他に、会社を発展させるための戦
略的な決定も繰り返し行われます。次の世代、フリッ
ツ・B・ハテバーの息子たち、ベルンハルト、ハンス
=ヴァルターとポールの参加後もこの方針が変わる
ことはありません。1964年の成形荷重1200トンと
いう当時世界最大級の成形機AMP 70、1969年 
のESAシステム（電子式バー材端部除去システム）、
1971年のバー材切断直径92 mm以下用の熱間
フォーマー AMP 50（1分間あたり90個）などの
数多くの新開発が豊かなアイデアと持続的な革新 

技術力により生み出されます。さらに1968年にライ
ナッハへの移転があり、そこには自社開発センター
も設立されます。

創設者フリッツ・B・ハテバーが1979に引退し、
1980年に死去すると、ハンス・ヴァルター・ハテバー
が取締役会の代表として経営を引き継ぎます。ハン
ス=ヴァルターとポール・ハテバーは第2世代とし
て父親の会社をさらに輝かしい未来へと導きます。
徹底した国際化の段階が始まり、ドイツ、日本、米
国に代理店と営業所を築きます。そのおかげでスイ
ス本社は世界中のお客様とより密接な関係を保つ
ようになるため、市場のニーズを明確に知ることが
できます。その結果、お客様へのメリットと生産性
向上を実現する技術的なイノベーションが生まれま
す。それは1968年、ライナッハに開発センターが
開設されたときのモットーに忠実に従ったまでのこ
とです。«私たちの目標は、お客様の利益追求の活
動、つまり生産が行えるようにすること。私たちは彼
らが必要とするものを提供する。»

この時期、Coldmatic AKPと、より大きなナット用と
して生産能力を向上した熱間フォーマーが（1991年 
に開発）、顧客志向の生産システムとともにグローバ
ル化をサポートします。1997年に兄のハンス=ヴァ
ルターがこの世を去った後、ポール・ハテバーはし
ばらくひとりで経営を担います。

2004年にポール・ハテバーの後を継いでウルス・
チュディンが最高経営責任者に就任し、ポールは取
締役会の一員となります。

Hateburも幸運を常につかんでいるわけでは
ないことは、2007年に日本向けに決まっていた
AKP 4-6Sがアムステルダムでクレーンから落下し
て全壊したときの合計損害額が物語っています。

すでに早くからHateburは、 

マシンにじかに接しながら新しい 

スタッフを集中的にトレーニングする 

ことを重視しています。

«私たちの目標は、お客様の利益追求の活動、 

つまり生産が行えるようにすること。 

私たちは彼らが必要とするものを提供する。»

ライナッハに開発センターが開設したときのモットー。
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マシンにじかに接しながら新しい 

スタッフを集中的にトレーニングする 

ことを重視しています。

«私たちの目標は、お客様の利益追求の活動、 

つまり生産が行えるようにすること。 

私たちは彼らが必要とするものを提供する。»

ライナッハに開発センターが開設したときのモットー。
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あろうと努め、そしてお客様に戦略的なパートナー
シップを提案します。そうしたサービス活動はやが
て、生産活動に欠かせない、重要な存在価値を発揮
するようになるということを知っているからです。
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乗り始め、2010年の80周年は控えめながらも祝う
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フランスとインドの市場が回復するとともに、つい
に明るい兆候が見えるようになります。Hateburは
2013年、小型の成形フォーマーの分野での製造
レベルを増やし、将来はこれを自社で製造すること
を決定します。このためにブルックにHATEBUR 
Swiss Precisionが設立されます。そこでは2014年 
に成功を収めた最新式のColdmatic 4-5 ECOが組
み立てられました。このマシンはエネルギー効率の
良い成形システムとして、高性能かつ経済的なテク
ノロジーに対する最新の要求事項を満たしています。

経営者であり、会社オーナーでもあったポール・
ハテバーを失うという、まったく予期しなかった出
来事に見舞われたのは、2014年2月のことでした。 
53年を超える長きに渡った在職期間と通して、文字
どおり、会社の歴史を築いてきたポール･ハテバー
との別れでした。

今年の7月からウルス・チュディンの後継者として
トーマス・クリストフェルがCEOを引き継いでいま
す。ウルス・チュディンは取締役会の一員として市場
の今後の課題に取り組んでいます。主要な競争力で
ある顧客志向、革新力、異文化への理解、そしてエ
ネルギーとモビリティという技術的な課題を考えれ
ば、取り組むべき領域は明らかです。適切にして革
新的、堅牢にして信頼に足るソリューション、そして
最高の金型技術と一流のサービスによって、高く評
価されるお客様のためのパートナーであり続けられ
るよう、努力していきたいと思います。

フリッツ・ベルンハルト・ハテバー

ハンス・ハテバー

ポール・ハテバー

クラウディーネ・ハテバー・ 

デ・カルデロン
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会議に参加した人たちは、会議開催場所、ホスト側の専門知識、情熱、モチベーション、プロフェッショナルな会議組織にすっかり感動しました。

冷間成形国際会議 ━ グラスゴーでのプレゼンテーション

 AFRC /クラウス・シュライナー    AFRC

ストラスクライド大学の先進成形技術研究センター（AFRC）が2015年9月2日から4日まで、スコットランドのグラスゴーで第
13回冷間成形国際会議を開催しました。全世界から主にこの分野の専門家たち約120人が会議に参加しました。クラウス・シュ
ライナーが「フレキシブルなプロセスのための革新的な技術」について発表しました。

5年毎に開催される冷間成形国際会議（ICFC）は、
将来の方向性を前もって定めるために冷間成形分
野のリーダー達を交流させることを目的としていま
す。今年の会議は、より複雑化する製品と高度化す
る顧客要求に対し、いかにコスト削減を実現するか
をテーマとして進められました。

会議のテーマは問題意識を高め、現在の技術レベ
ルと将来の改善の可能性についてのディスカッショ
ンへと広がりを見せました。

講演者として招待されたクラウス･シュライナーは
「フレキシブルなプロセスのための革新的な技術」
についてのプレゼンテーションを行いました。

彼はHateburと冷間成形プログラムについて発表
し、スイス製のColdmaticマシンの3つのメリット
を説明しました。
 – 高い生産速度
 – 高い稼働率
 – 安全部品の製造

彼は、広範囲の製品と特に要求の厳しい部品を製造
するのにColdmatic技術が利用可能であることを
示しました。

詳しい情報：www.afrc.org.uk
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予期せぬマシンのダウンタイム …
… システムの稼働率が高く、お客様への納品義務
がある場合：これはすべての関係者にとって深刻な
状況ですが、100％回避できるわけではありません。
この場合は«時は金なり»で、迅速な対策が求めら
れます。

サービスのスペシャリストが数百キロメートルも
の移動をすることなく、リモートアクセスによって
リアルタイムで対処できるようになれば、システム
のダウンタイムはさらに短縮できます。適切なソフ
トウェアとふさわしい対応とともに、リモートアク
セス、また必要な場合はリモートメンテナンスが
«Industrie 4.0»の時代へのアプローチとなります。

HATEBURのスペシャリストとオンラインでつながる
Hateburの社員も日々、マシンの稼働率を高めるこ
とにより競争力を強化できるようにするためにお客
様に追加で提供できることを考えています。ライナッ
ハのHateburスペシャリストからお客様の成形シス
テムへのリモートアクセスの方法はすでに整ってお
り、利用もされています。

今後Hateburはこのサービスを、新しい成形システ
ムには標準装備として、また少し古いシステムには
後付けの追加オプションとして全世界に提供します。

その目的は、発生した障害をすばやく検知し、原因
を確定し、できるだけ迅速に修復することです。これ
は、権限を持ったお客様の会社の社員が明確な有
効手順を介して、ライナッハのHateburスペシャリ
ストに制御装置や接続されているシステムへの直接
アクセスを許可することにより可能となります。

お客様は広範囲で直接メリットを享受できます。
 – Hateburの専門担当員のすばやいアクセスが得
られ、長い移動時間と高い出張費用に悩む必要
がありません。
お客様の工場の現場に達するには、早くても数時
間、最悪の場合は1週間以上（例えばビザを取得
する必要がある場合）を考慮に入れる必要があり
ます。このような待ち時間は通常納得できません
が、避けられないことでもあり、これがマシン稼働
率に直接影響を及ぼします。

 – 蓄積された、多方面のノウハウに直接助言を求め、
利用することができます。
本拠地ライナッハではすべての専門分野のスタッ
フが常住し、必要に応じて直接介入することがで
きます。専門領域に関するディスカッションや経験
の交換も短時間ならば可能です。

 – 必要な変更や統合システムのアップデートを直接
伝送し、テストすることができます。

«INDUSTRIE 4.0»への最初の一歩 ━  
未来への架け橋

 ハンスヨルグ･ゲッパード    Hatebur/Secomea

国際企業はさまざまな課題に直面します。時間とコストの節約は通常、グローバルなビジネスでは重要なことです。生産ラインの停
止時間を最短にしながら、より素早く、コストを抑えた遠隔からの問題解決の方法 ̶ リモートアクセスによるソリューション ̶ を
提供しようとしています。
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HATEBURはSECOMEAを信頼する
セキュリティーと稼働率をできるだけ高く維持する
ために、Secomeaは3パートのリモートアクセスソ
リューションを開発しました。

 – SiteManager：SiteManagerはマシンとお
客様のインターネット間のインターフェースです。
ハードウェアは電気制御キャビネット内に取り付
けられており、一方でプレス制御と、他方でイン
ターネットと接続されています。

 – LinkManager：LinkManagerは、制御スペシャ
リストのプログラミング装置にインストールされて
いるソフトウェアです。このプログラムにより、プ
ログラミング装置とSiteManagerを接続するこ
とができます。
 – GateManager：GateManagerはクラウド
ベースのM2Mサービスで、LinkManagerと
SiteManagerを接続します。

Secomeaを使うことでHateburのスペシャリスト
は世界中のマシンとの間にリモートアクセスできる
ようになり、必要とされる処置を施すことができます。

レトロフィット
お客様の ITインフラへのSiteManager（マシンの
電気制御キャビネットのハードウェア）の接続は非
常に簡単です。SiteMangerは通常のウェブブラ
ウザと同じ通信チャンネルを使用します。そのため、
サーバー、ゲートウェイ、ファイアウォールを適合化
しなくても、SiteManagerをお客様のネットワーク
に接続することが可能です。

お客様のネットワークへの接続が不可能な場合は、
携帯電話ネットワークを介した接続を用いることが
できます。経験上、この接続は速度が遅くて安定性
が低いので、Hateburはお客様の ITインフラへの
接続を推奨します。

セキュリティー
リモートアクセスソリューションを実装するには、セ
キュリティーの確保が欠かせません。したがって
セキュリティーの優先度がもっとも高くなります。
Secomeaのリモートアクセスソリューションは世界
で最初にして唯一、セキュリティーが保証されてい
ます。Secomeaのリモートアクセスは安全です。

レトロフィット
Hateburの す べ ての 新 型フォー マ ー に は
SiteManagerが装備されます。既存のシステムに
SiteManagerを後付けすることも可能です。その
場合、フォーマー制御を接続するための最適なソ
リューションを各マシン別に決定します。

システムオペレーターとシステムサプライヤー間の接続は3パートのリモートアクセスソリューションに基づいています。

PLCプログラミング 

HMIプログラミング 

ウェブアクセス 

Scadaシステム 

データベースシステム 

ビデオ／カメラ 

言語／電話
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近い将来における«INDUSTRIE 4.0»のその他の
可能性
 – 賢いプログラミングにより生産データ、監視デー
タ、システム作動データをマシンのひとつのコン
ピューターに集めて処理し、Hateburにより解析
できるようになります。
 – これらのデータはHateburにとって、今後の製
品開発のために非常に重要です。

 – これらのデータは直接«ベンチマーク»として、
必要に応じて定義された特性値／数値の形式
で、匿名または公開により提供することができ
ます。それは重要な比較として、生産活動を行
うすべての企業の競争力を評価するのに役立ち
ます。

 – 保守整備は時間ベースではなく、稼働時間とシス
テム負荷に基づいて実施されます。

 – 摩耗の激しい重要な部品や領域を監視すること
で、必要な交換部品を適時に供給できるようにな
ります。

時間と費用を節約してください。リモートメンテナン
ス導入のための見積もりについてはHateburにお
問い合わせください。

システムオペレーターの ITソリューションにシステムを簡単かつ迅速に接続するために、 

ウェブブラウザと同じ通信チャンネルを利用します。

SPS

携帯
電話
ネッ
トワ
ーク

イーサネット

サーボ Pilz

視覚化 

B&RまたはSiemens PKU ESA

接続はお客様のネットワークを介して、また携帯電話ネットワークを介して可能です。
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ロシアでの第3回成形技術シンポジウム ━  
困難な状況にもかかわらず成功を収める

 K. シュライナー    Hatebur/Ferrostaal

2015年5月28日、モスクワでMetalloobrabotkaの一環として、«対話形式の成形技術»をモットーに第3回成形技術シン
ポジウムが開催されました。これは、2011年に初めて実施されたセミナーシリーズの第3回目に当たるものでした。

Hateburのクラウス・シュライナーが多くの 

招待客に挨拶し、多彩なプログラムへ導きます。

その基本理念は、ロシアの成形分野の専門家や意
思決定者を興味深いプログラムで引きつけ、意見交
換の場に招くことでした。

Hateburの呼びかけで8つの会社が結集し、製品
とテクノロジーをプレゼンテーションしました。8社
は鉄鋼生産、加熱、成形、機械加工、原料輸送、潤
滑剤を代表する会社です。

政治的な注目を集めるロシア
今年は政治的および経済的な状況があまり励みと
はなりませんでした。周囲を取り巻く状況は、外交
政策の問題、低いオイル価格、自動車産業における
生産量の落ち込み、現地調達率に改善が見られない
（法令166により自己調達60%の目標値が規定さ
れている）など、あまり芳しくありません。しかしな
がら8つのスポンサーはすべて、長期的に考えて安
定した関係を構築・拡張することに価値を見い出す
ことができるという点で意見が一致していました。

鉄鋼から完成部品まで
1日のプログラムはさまざまな要素で構成されてい
ました。開会の挨拶で招待講演者のイェンス・ベー
ルマン（ドイツAHK、ロシア）が経済的および政治
的な状況について話し、参加した会社に今後も協力
関係を推進していくように奨励しました。専門的な
講演では、鉄鋼生産から成形を経て完成加工品に至
るプロセスチェーンに沿って、各分野のテクノロジー
について興味深い情報が伝えられました。

参加者との積極的な対話
スポンサーにとって非常に重要なことは、講演者
から招待客へという一方向の情報の流れを越えて、
参加者同士が対話することでした。参加者たちは
専門家に質問をするという従来の方法を盛んに利
用しました。«Speaker ‘s Corner»では休憩時間
に各招待客とのインタビューが行われました。プロ
の司会者のサポートのおかげで、業界関係者たち
が日常の仕事で取り組んでいるテーマや彼らをシ
ンポジウムへと導いたテーマについて活気にあふ
れた対話が生まれました。

水上での和やかな締めくくり
さまざまな数値やデータが示されたプログラムが終
了した後は、モスクワ川でのクルージングを楽しみ
ながらその日を締めくくることができました。夕方の
気温23 °Cの下、素晴らしい食事と飲み物を味わい
つつ、デッキの上や下で会話が弾み、東と西のネッ
トワークがより緊密に結ばれました。
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ロシアでの第3回成形技術シンポジウム ━  
困難な状況にもかかわらず成功を収める

 K. シュライナー    Hatebur/Ferrostaal

2015年5月28日、モスクワでMetalloobrabotkaの一環として、«対話形式の成形技術»をモットーに第3回成形技術シン
ポジウムが開催されました。これは、2011年に初めて実施されたセミナーシリーズの第3回目に当たるものでした。

Hateburのクラウス・シュライナーが多くの 

招待客に挨拶し、多彩なプログラムへ導きます。

その基本理念は、ロシアの成形分野の専門家や意
思決定者を興味深いプログラムで引きつけ、意見交
換の場に招くことでした。

Hateburの呼びかけで8つの会社が結集し、製品
とテクノロジーをプレゼンテーションしました。8社
は鉄鋼生産、加熱、成形、機械加工、原料輸送、潤
滑剤を代表する会社です。

政治的な注目を集めるロシア
今年は政治的および経済的な状況があまり励みと
はなりませんでした。周囲を取り巻く状況は、外交
政策の問題、低いオイル価格、自動車産業における
生産量の落ち込み、現地調達率に改善が見られない
（法令166により自己調達60%の目標値が規定さ
れている）など、あまり芳しくありません。しかしな
がら8つのスポンサーはすべて、長期的に考えて安
定した関係を構築・拡張することに価値を見い出す
ことができるという点で意見が一致していました。

鉄鋼から完成部品まで
1日のプログラムはさまざまな要素で構成されてい
ました。開会の挨拶で招待講演者のイェンス・ベー
ルマン（ドイツAHK、ロシア）が経済的および政治
的な状況について話し、参加した会社に今後も協力
関係を推進していくように奨励しました。専門的な
講演では、鉄鋼生産から成形を経て完成加工品に至
るプロセスチェーンに沿って、各分野のテクノロジー
について興味深い情報が伝えられました。

参加者との積極的な対話
スポンサーにとって非常に重要なことは、講演者
から招待客へという一方向の情報の流れを越えて、
参加者同士が対話することでした。参加者たちは
専門家に質問をするという従来の方法を盛んに利
用しました。«Speaker ‘s Corner»では休憩時間
に各招待客とのインタビューが行われました。プロ
の司会者のサポートのおかげで、業界関係者たち
が日常の仕事で取り組んでいるテーマや彼らをシ
ンポジウムへと導いたテーマについて活気にあふ
れた対話が生まれました。

水上での和やかな締めくくり
さまざまな数値やデータが示されたプログラムが終
了した後は、モスクワ川でのクルージングを楽しみ
ながらその日を締めくくることができました。夕方の
気温23 °Cの下、素晴らしい食事と飲み物を味わい
つつ、デッキの上や下で会話が弾み、東と西のネッ
トワークがより緊密に結ばれました。

スポンサーの一人が核心をついてこう言いました。
「私は今日、これまでの見本市で時間をつぎ込んで
得た経験よりも、さらに多くの充実した出会いと会
話に恵まれました。」

今後もイベントを継続していくことに、スポンサー
も招待客も異存はありません。次回、2017年5月
に再びこう言えることを楽しみにしています。«Do 
swidanja Moskau»（またモスクワで会う日まで）

休憩や夕方のクルージングを、参加者たちは専門分野の仲間たちと情報を交換したり、 

ネットワークを拡げるチャンスとして活用しました。

ロシアでのシンポジウムの開催者& 
スポンサー：
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Neues Bild 
folgt.

Hateburは過去30年以上にわたり中国の代理店
を通じて活動してきました。最初は中国の代理店
との協力でHatebur成形フォーマーを販売しまし
た。2008年以降は、Hateburの子会社、Hatebur
（Shanghai）Technology Co., Ltd.がこの巨大な
市場を扱っています。8年前に市場に直接介入して
以来、多くのことが行われてきました。市場での地位
が強化され、広範囲のネットワークが構築され、顧
客サービスとアプリケーションサポート体制が確立 

されて好評を博しています。販売は連続的に伸びて
います。現在中国では約30基の熱間フォーマーと
数基の冷間フォーマーが使用されています。11人の
従業員により、さらなる成長に向けて堅実な土台が
築かれました。

スイス品質 
«MADE IN CHINA»
現在Hateburは中国で次の大きな一歩を踏み出す
準備をしています。早くも2015年の終わりに、2店
目の子会社Hatebur Metalforming Technology
（Shanghai）Co., Ltd.を開設します。これにより
Hateburは初めて、スイス以外で自社による製造
および切削加工を行います。ラインハルド･ビュー
レルの指揮の下、この金型工場ではスイスの精度
と品質を備えた金型が製作され、その後それらが
Hatebur熱間フォーマーで使用されます。

この背景として、中国市場では非常に広い領域にわ
たって正確さが欠けるという事実があります。つまり、
使用される金型の品質が不十分であることが多々あ
ります。横型多段プレスに使用する金型の製作に必
要なノウハウと成形に作用する力の理解が必要な
水準に達していないことも理由のひとつです。その
ため、金型の耐用寿命が西側で製作した金型の場
合より、通常で数倍短くなります。金型工場を設立
することで、Hateburは中国およびローカルで活動
する国際的なお客様を適切なノウハウでサポートし、
魅力的な価格で現場に高品質の金型を提供し、生
産における効率を向上します。

金型製作の新しい会社 ━ 中国での急成長を期待

 ハーゲン PR    Hatebur

Hateburは自社の金型製作の確立と顧客サービスの強化を目標に、中国に2店目の子会社を開設します。これにより会社は市
場独自のチャンスとニーズに応えます。中国の自動車産業が急速に伸びている中、この市場の金型の品質はまだ十分に満足でき
るものではありません。

完成した金型の高い品質を支えるためDMG森が中核としての役割りを果たします。
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Hateburは自社の金型製作の確立と顧客サービスの強化を目標に、中国に2店目の子会社を開設します。これにより会社は市
場独自のチャンスとニーズに応えます。中国の自動車産業が急速に伸びている中、この市場の金型の品質はまだ十分に満足でき
るものではありません。

完成した金型の高い品質を支えるためDMG森が中核としての役割りを果たします。

上海の新荘区産業パークにある新しいHatebur金
型工場はあらゆるテクノロジーを装備し、旋盤、切削、
研磨、焼入れ、窒化処理用の高品質の金型を製作し
ます。2～ 3年で金型工場の従業員を20人まで増
やし、数万個の金型部品を製作する能力を備える予
定です。製造範囲はHatebur Hotmatic AMP20
～ HM75のすべてのサイズに対応します。

中国：年間2000万台以上の車両
Hateburの拡張の背後で、過去10年間で驚くべ
き成長を遂げた分野があります。2000年代の初め、
大衆車の年間生産量はまだ100万台にも達してい
ませんでしたが、その後中国の自動車産業は急成長
し、年間生産量が2000万台を超えました。北米と
ヨーロッパでは自動車保有率が住民1000人当たり
それぞれ650台、560台であるのに対し、中国では
現在約90台で、まだまだ大きく伸びる可能性があり
ます。そして実際のところ、各車両にはHateburマ
シンが製造した成形部品が取り付けられているので、
その可能性は限りなく大きいと言えます。大量の部
品の加工に対応するために中国自動車業界は、量と
品質への要求を満たす新しい製造方法を必要とす
るからです。

現在、金型工場ではリノベーションおよび設置作業
がフル回転で進んでいます。9月以降にマシンが運
び込まれ、すぐにトレーニングと試運転が行われま
す。運用開始セレモニーは2015年11月に予定され
ています。

拠点の広さは1500m2。オフィスおよび 

製造に十分なスペースが確保されています。

モダンな作業空間と最新鋭の資材。すべての作業が、 

顧客の要望を満たすことを目的に効率的に進められます。
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中国における活動
Hateburの子会社であるHatebur（Shanghai）
Technology Co.社は 9月16日から19日まで
China Forge Fairに参加しました。この見本市に
て早くも来場者に、年末に操業を開始する新しい金
型工場についての最初の情報が提供されました。

ブラジルにおける活動
10月7日から9日まで、SenaforにてHateburは
代理店のEINS Soluçoes em Engenhariaととも
に出展しました。

タイにおける活動
シンガポール、タイ、マレーシアのHatebur代理店
が2015年11月19日から22日までバンコクで開催
されたThai Metalexに参加しました。ブースでは
スイスの冷間・熱間フォーマーを業界関係者に紹介
し、寄せられた質問に回答しました。

HATEBURのブースへお立ち寄りください

 ドイツ
2016年4月4日から8日まで、デュッセルドルフ
で隔年開催のTube & Wire見本市が開催されま
す。来年もHateburは会場に独自のブースを設け
ます。見本市の期間中、私たちのお客様、パートナー、
Hateburに関心をお持ちの方々に、Hateburスペ
シャリストからじかに最新の情報をご提供させてい
ただきます。見本市の当社ブースで皆様にお会いで
きることを楽みにしています。

見本市・展示会／イベント

ロシアにおける活動
2015年5月26日から29日まで、モスクワでMetalloobrabotkaが開催されました。 
Hateburは代理店であるFerrostaalと一緒に独自のブースを設置し、来場した多くのお
客様にマシンプログラムについての情報を提供しました。

日本における活動
2015年7月15日から18日まで開催されたMF Tokyoでも、Hateburは子会社の
Hatebur Japan K.K.を通して出展しました。Hotmatic AMP 50-9とColdmatic CM 
4-5 ECOについて紹介し、また寄せられたさまざまな質問に対して回答しました。


